
資料-1 

廃棄ブラウン管ファンネルガラスの用途開発検討 

 

１）日本国内のテレビ放送のデジタル化に伴い、2009 年～2011 年に国内家電リサイクルプ

ラントに回収されたブラウン管ＴＶは累計 3,556 万台と報じられ、ブラウン管ガラス重

量は５５６千トンと推定される。回収ブラウン管を再度、ブラウン管に戻す水平リサイ

クルの需要は、もはや日本国内には無く、マレーシアやインドへの輸出となっている。

しかし、その需要も低下しており、且つ有価値性が低いことにより、輸送費負担が大き

くなっているのが実情である。（図１参照） 

２）ファンネルガラスは、電子線遮蔽目的で鉛を含有しており、日本国内の鉛精錬事業で

の使用もあるが、需要は少なく（日本国内全体で年間 7,000 ﾄﾝ程度）、且つ、ファンネ

ルガラス排出元のリサイクルプラントにとっては、逆有償処理費負担（７０円/kg 以上）

が必要であり、流通量は少ない。（図１参照） 

図１ ブラウン管ガラス流通市場の現状と新規提案 

 

３）ファンネルガラスが鉛を含有していることによる放射線遮蔽能力に着目して、鉛鋳造

製の放射性廃棄物遮蔽容器に対するコストダウン代替遮蔽容器の検討を行った。 

 



４）金属鉛の鋳造容器として製作されている放射線遮蔽容器の例を図２に示す。その原材

料費は約 200 円/kg である。これに対して、原材料価格 1/10 程度の鉛ガラスを適用し、

且つ、鉛金属の鋳造成形に代わり、鉛ガラスの樹脂成型加工でコスト低減化を図り、

製品価格においては、鉛鋳造に比べて１／５程度までの削減を図る。 

図２ 金属鉛による遮蔽容器 

５）ファンネルガラスの放射線遮へい能力を図３に示す。 

放射線遮へい試験の内容を添付資料-1に示す。 

図３ 放射線遮へい能力の比較 



６）ＴＶ（テレビ）鉛ガラス放射線遮蔽容器 

内容積２００リットルのドラム缶の内側に鉛ガラス（２０wt％鉛含有）を厚さ 15cm（放

射線強度を 1/10 に減衰させる厚さ）レジン成形で取り付けた例を図４に示す。 

この場合、保管有効容積は、約４０リットルであり、セシウム１３７の放射線強度１

千万ベクレル/kg を内包した場合の表面照射線量率は、約１７８μSv（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）/hr

となり、通常移送時として定められている２mSy（ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ）/hr を十分に下回る。 

この鉛ガラスレジン固化成形の中に、転炉ダスト鉄粉を混合させて更に放射線遮蔽能

力を高める事も考えられる。 

図４ ＴＶ鉛ガラス放射線遮蔽容器（例） 

 

７）鉛は有害物質であるため、大気暴露条件下で長期に亘り溶出防止の対策が必要になる。

鉛ガラスに不溶化処理を施した条件での鉛溶出の実証実験を行った。結果を、添付資

料-2 に示す。 



添付資料-1 
放射線遮蔽確認試験 

遮蔽対象の放射線は、137Cs からベータ崩壊により放出されるガンマ線（光子エネルギ

ー：0.66Mev）である。ガンマ線は、極めて波長の短い「光」であり、「光」は「光子」

と呼ばれる「粒」の集まりと考えられている。 
光子束φの遮蔽物質による減弱は 

φ=φ0×exp（-μX） 
φ0：遮蔽物質へ入る時の光子束 
μ：遮蔽物質の線減弱係数 
X：遮蔽物質の厚さ 

と表される。 
 
代表的な遮蔽物質の線減弱係数（cm-1）は、次の通りである。 
① 鉛；1.045、② 鉄；0.46、③ コンクリート；0.141 
（上記数値は、ICRP（国際放射線防護委員会）の 1/10 価層（放射線強度を 1/10 に減弱

する遮蔽物質の厚さ）と線減弱係数の関係から算出） 
 

１）実験概要 
鉛ガラス粉砕物の破砕粒度8mm以下のものをレジン樹脂で固化したサンプル試験片（厚

さ：1cm）を 10 枚作成し、137Cs のガンマ線源に 1 枚づつ厚みを追加する毎のガンマ線

の減衰を測定することによる線減弱係数を評価することとした。 
 

２）実験方法 
① 放射線源 

セシウム１３７ γ線 370 KBq 
② 対象物 

・TV 鉛ガラスの破砕片 8mm 以下をレジン固化したサンプル試験片 
（5cm×5cm×1cm；10 体） 

・サンプル試験片の比重；2.50 
③ 実験手順 

a) 線源無の状態で BG 測定 
b) 線源と検出器間の距離を 10ｃｍ（または 5cm）として、遮蔽無の吸収線量率測

定 
c) 線源側に上記 a)の対象物（5cm×5cm×1cm；10 体）を線源側に 1 体ずつ設置

しながら、放射線遮蔽能力を測定する。10 点測定データ 
 



実験状況を図Ａ及び図Ｂに示す。 

図Ａ 実験状況 No1（サンプル 1 枚遮蔽試験） 

図Ｂ 実験状況 No2（サンプル 5 枚遮蔽試験） 
 
 
 



３） 実験結果 
サンプル試験体を 1 枚ずつ追加する毎の 137Cs からのガンマ線低減の計測結果を表

6.2.1.3-1(1)及び(2)に示す。 

 
４）実験のまとめ 

ブラウン管式テレビの廃棄製品から回収された鉛ガラスをレジン固化したサンプルを用

いて、ガンマ線（137Cs 線源：370kBq）に対する遮蔽性能を評価した結果、次の実験結

果を得た。 
・ 線減弱係数：0.1682（cm-1） 
・ 半価層厚さ：4.1ｃｍ、1/10 価層厚さ：13.7ｃｍ、1/100 価層厚さ：27.4ｃｍ 
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